
平成 29 年 4 月 21 日（金）発行 
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❖定点把握感染症報告状況（定点当たり患者報告数の上位５疾患）❖

順
位 

疾患名 
奈良県 

北部 中部 南部 
定点当たり （前週） 増減 

1 感染性胃腸炎 5.12 (4.65)    
2 インフルエンザ 2.07 (2.06)    
3 Ａ群溶連菌咽頭炎 1.79 (2.00)   
4 RS ウイルス感染症 1.06 (0.88)    
5 咽頭結膜熱 0.68 (0.88)   

発生状況： 大流行 流行 やや流行 少し流行 散発 （疾患毎に、基準値を定めています。） 

増減：過去５週間平均数と比べたときの変化 急増、増加、やや増加、横ばい、やや減少、減少

❖県内概況❖
感染性胃腸炎が、徐々に増加しています。この時期に流行するとされるロタウイルスによる胃腸炎が増加し

ているとみられます。ロタウイルスは主に乳幼児が感染する胃腸炎で、初めてかかったときが最も症状が重く、

入院が必要になることもあります。ワクチン接種（飲むワクチン）により、入院するような重症化を防ぐことから、

接種する方も増えてきています。保健研究センターの検査では、これまでとは異なる遺伝子型（ロタウイルス

G2）のウイルスを昨年に引き続き検出しており、この遺伝子型のウイルスは、成人患者からも検出しています。

患者便には、多量にウイルスが排泄されていますので、おむつ交換後やトイレの後には、丁寧な手洗いを心

がけてください。

✤✤ゴールデンウィークに海外へ渡航される方へ～感染症にご注意ください～✤✤ 

海外では、日本にはない病気がたくさんあります。海外旅行では、時差や気候の違いなどから、（自覚していな

くても）様々なストレスを受けます。この結果、免疫力が低下し、病気にかかりやすくなってしまいます。無理のな

いスケジュールを心がけ、避けられる危険を避け、楽しい旅行にしましょう。 

現地で気をつけること 

 蚊・ダニに刺されないように、服装に注意し、虫よけ剤を使うなどしましょう。

（デング熱輸入症例の渡航先は、インドネシア（バリ島等）、フィリピン（セブ島等）が多い。）

 中東へ旅行する方はラクダとの接触や無殺菌のラクダ乳の摂取は避けましょう。

 動物は狂犬病、MERS や鳥インフルエンザなどのウイルスをもっていることがあるので、むや

みに触らないようにしましょう。

出発前に確認しましょう→厚生労働省検疫所  海外旅行者のための感染症情報(検疫所 FORTH) 

 渡航先で流行している感染症について

 渡航先で具合が悪くなったときのために、医療機関情報について

帰国時・帰国後に具合が悪くなったら 

 帰国後に症状が出た方は、蚊に刺されないように注意し、病院受診の際に渡航歴を必ず話してく

ださい。受診方法で分からないときには検疫所または保健所にご相談ください。

参考：厚生労働省検疫所  (検疫所 FORTH)  http://www.forth.go.jp/index.html 

http://www.forth.go.jp/index.html
http://www.forth.go.jp/index.html


❖定点把握感染症報告状況❖ 平成 29 年 第 15 週 4 月 10 日 ～ 16 日

保健所別報告数 奈良市 郡山 中和（東） 中和（西） 内吉野 吉野
インフルエンザ定点数 54 14 14 11 10 2 3

112 21 24 26 34 6 1
(2.07) (1.50) (1.71) (2.36) (3.40) (3.00) (0.33)

小児科定点数 34 9 9 7 6 1 2
36 4 3 1 28

(1.06) (0.44) (0.33) (0.14) (4.67)

23 7 4 6 3 3
(0.68) (0.78) (0.44) (0.86) (0.50) (1.50)

61 12 13 3 30 3
(1.79) (1.33) (1.44) (0.43) (5.00) (1.50)

174 22 60 30 57 2 3
(5.12) (2.44) (6.67) (4.29) (9.50) (2.00) (1.50)

9 1 2 3 3
(0.26) (0.11) (0.22) (0.43) (0.50)

1 1
(0.03) (0.11)

2 1 1
(0.06) (0.11) (0.14)

12 3 3 5 1
(0.35) (0.33) (0.43) (0.83) (1.00)

5 2 3
(0.15) (0.22) (1.50)

20 1 5 4 10
(0.59) (0.11) (0.56) (0.57) (1.67)

眼科定点数 10 3 3 2 2 0 0

4 3 1
(0.40) (1.00) (0.33)

基幹定点数 6 1 2 1 1 0 1
3 2 1

(0.50) (2.00) (1.00)

1 1
(0.17) (1.00) ※平成27年2月16日より桜井保健所と葛城保健所は統合され中和保健所となりました。

旧桜井保健所分は中和（東）、旧葛城保健所分は中和（西）として集計しています。

10 3 6 1 　上段　：報告数
(1.67) (3.00) (3.00) (1.00) （下段）：定点当たり報告数　報告数÷定点数

年齢別報告数
年齢区分 年齢 0-5M 6-11M 1歳 2 3 4 5 6 7 8 9 10-14 15-19 20-29 30-39 40-49 50-59 60-69 70-79 80- 合計 累計

男 4 2 2 2 9 1 3 6 5 1 2 2 4 5 6 1 1 56 5154
女 1 2 5 5 5 6 2 3 5 3 2 5 6 3 1 2 56 4902

年齢区分 年齢 0-5M 6-11M 1歳 2 3 4 5 6 7 8 9 10-14 15-19 20- 合計 累計
男 1 2 12 7 1 23 202
女 2 8 3 13 187
男 3 3 4 1 1 1 13 118
女 1 3 2 1 1 1 1 10 103
男 1 3 7 3 3 4 3 4 1 2 31 529
女 2 5 4 4 3 2 2 1 3 1 3 30 476
男 6 25 15 14 11 5 6 1 2 4 2 7 98 906
女 9 15 9 7 9 5 2 2 1 3 2 1 11 76 770
男 1 1 2 1 5 50
女 1 1 2 4 64
男 1 1 34
女 37
男 1 1 10
女 1 1 13
男 4 5 1 10 105
女 2 2 100
男 1
女
男 1 1 2 7
女 1 1 1 3 8
男 1 2 3 2 3 2 1 14 230
女 2 2 1 1 6 214

年齢区分 年齢 0-5M 6-11M 1歳 2 3 4 5 6 7 8 9 10-14 15-19 20-29 30-39 40-49 50-59 60-69 70- 合計 累計
男
女
男 1 1 29
女 2 1 3 38

年齢区分 年齢 0歳 1-4 5-9 10-14 15-19 20-24 25-29 30-34 35-39 40-44 45-49 50-54 55-59 60-64 65-69 70- 合計 累計
男 1 1 1
女 1 1 2 5
男 5
女 2
男 1 1 32
女 25
男
女 1
男 3 4 7 14
女 2 1 3 14

奈良県
北部 中部 南部

❖全数把握感染症報告状況❖　（　）は保健所別内訳
インフルエンザ

１類感染症

RSウイルス感染症 ２類感染症 結核5件（奈良市3、郡山1、中和1）

咽頭結膜熱
３類感染症

A群溶連菌咽頭炎

４類感染症感染性胃腸炎

水痘
５類感染症

劇症型レンサ球菌感染症2件（奈良市1、郡山1）
侵襲性肺炎球菌感染症4件（奈良市2、中和2）
梅毒1件（中和1）手足口病

伝染性紅斑

突発性発しん

百日咳 ✤第 １５ 週のトピックス✤

ヘルパンギーナ

流行性耳下腺炎

急性出血性結膜炎

流行性角結膜炎

蜂蜜を原因とする乳児ボツリヌス症による死亡事案について（厚生労働省）
http://www.mhlw.go.jp/file/06-Seisakujouhou-11130500-
Shokuhinanzenbu/0000161263.pdf

■東京都足立区において、離乳食として、ジュースにハチミツを混ぜて与えた
ことによる乳児ボツリヌス症による死亡事案が発生しました。
■１歳未満の乳児には、ハチミツ（蜂蜜・はちみつ）を与えるのは避けてくださ
い。また、注意喚起いただきますようお願いします。

細菌性髄膜炎

無菌性髄膜炎

マイコプラズマ肺炎

クラミジア肺炎

インフルエンザ

RSウイルス感染症

急性出血性結膜炎

流行性角結膜炎

咽頭結膜熱

A群溶連菌咽頭炎

感染性胃腸炎

水痘

手足口病

伝染性紅斑

細菌性髄膜炎

無菌性髄膜炎

マイコプラズマ肺炎

クラミジア肺炎

感染性胃腸炎
（ロタウイルス）

感染性胃腸炎
（ロタウイルス）

突発性発しん

百日咳

ヘルパンギーナ

流行性耳下腺炎

http://www.mhlw.go.jp/file/06-Seisakujouhou-11130500-Shokuhinanzenbu/0000161263.pdf


❖注目疾患の動向❖全て定点当たり報告数 H29 H28 H27 過去10年平均
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報告数/定点数 咽頭結膜熱
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報告数/定点数 感染性胃腸炎（ロタウイルスによる入院例）
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